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●出生　５９人　●死亡１０３人

●婚姻　３４組　●離婚　１９組

●転入２２３人　●転出２００人

人口の動き（８月分）

	●人口１２３，１３１人（－２１）　●世帯４９，４０１戸（＋１２）

　　		男　６０，７５６人（－７）　　　（　）は前月比

　　		女　６２，３７５人（－１４）

人口と世帯数（９月１日現在）

菊池雅幸・留美子さん（犬伏上町） 新田勉・恵里子さん（仙波町）

　
調
査
指
導
委
員
会
の
浅
野
晴

樹
氏
の
論
考
を
引
用
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
唐
沢
山
城
以
前
の
佐
野
氏
の

中
心
拠
点
は
吉
水
地
区
の
清
水

城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
清
水

城
の
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
そ

れ
ぞ
れ
の
曲
輪
は
、
本
来
個
別
の

曲
輪
で
あ
っ
た
も
の
を
大
き
な
構

え
の
中
に
取
り
込
み
、
堅
固
な
城

館
へ
変
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
状

況
は
北
関
東
各
地
の
状
況
と
共

通
し
て
お
り
、
お
よ
そ
15
世
紀
後

半
～
16
世
紀
前
半
の
こ
と
で
す
。

　
同
時
期
の
16
世
紀
初
頭
に
は
、

佐
野
氏
一
族
が
唐
沢
山
城
西
麓
に

も
居
館
を
構
え
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
西
麓
の
隼
人
屋
敷

か
ら
は
16
世
紀
中
期
～
後
半
に

か
け
て
の
か
わ
ら
け（
素
焼
き
の

皿
）・
陶
磁
器
な
ど
の
遺
物
が
多

く
出
土
し
、
隼
人
屋
敷
北
側
の
大

沢
口
で
は
、
方
形
に
廻
る
溝
跡
と

掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
西
麓
に
は
家
臣
の
屋

敷
跡
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
佐
野
氏
周
辺
の
城

館
は
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
た
め
、
唐
沢
山
城
を
理
解

す
る
に
は
、
唐
沢
山
以
前
と
以
後

の
佐
野
氏
城
館
の
変
遷
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
ご
提

言
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

国指定史跡を目指して！№５５生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４

北原拓実・里佳さん（富岡町）

琉
りゅうせい

聖ちゃん 平成２３年１２月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

菅原仁・昌美さん（閑馬町）

隆
りゅうた

太ちゃん 平成２４年１月生

清
水
城
周
辺
の
状
況
（
佐
野
市
指
定
文
化
財

『
佐
野
家
古
図
』
個
人
蔵
）
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佐野市堀米町820－5（清澄高校すぐそば）

入居に関するご相談や見学は
随時対応させて頂きます

・体験入居利用可能です
・短期間での利用可能です
・体験入居利用可能です
・短期間での利用可能です

10月27日（日）9：45～
「7周年感謝祭」開催
皆様の参加をお待ちしております

10月27日（日）9：45～
「7周年感謝祭」開催
皆様の参加をお待ちしております

築山から
　流れる滝 佐野

～空き部屋有（若干）～

大
や ま と

和ちゃん 平成２４年４月生 恵
え ま

麻ちゃん 平成２４年１１月生


